多様な場面で応用可能な課題遂行能力育成のためのフィールドワークの可能性検証Ⅱ by 池田 曜子 & 三谷 哲雄
流通科学大学 高等教育推進センター紀要 第 4号, 43-56 (2019) 
 
(2018年 12月 14日受理) 




Verification of the Validity of the Fieldwork for Training the Assignment 
Accomplishment Ability under Diverse Circumstances Ⅱ 
 
池田曜子*、三谷哲雄† 























                                                        
*  流通科学大学人間社会学部、〒651-2188 神戸市西区学園西町３－１ 
†  流通科学大学経済学部、〒651-2188 神戸市西区学園西町３－１ 




























































































































































 また、フィールドワークから着想した課題遂行プロセスをもとに質問紙を作成し、大学 4 年間
での学びの各段階においてどの程度問題解決能力が獲得されているかを随時確認していく手段の






今回の課題演習の結果を検討するため、以下の 4 種類の学生を対象として設定した。 
実施対象とその人数は以下のとおりである。 
 
図２ フィールドワーク回数別 質問紙実施人数 
【対象１】1 年生（85 名）：追加フィールドワークは未実施である。フィールドワークは、1 年生
前期に「気づきの教育」で行われたもののみである。「気づきの教育」でのフィールドワークは、
すでに設定された商業施設や道の駅で午前中（9 時 30 分～12 時）に現地に訪れ、課題について観
察を行うものである。 
【対象 2】1 年生（57 名）：エキスポシティ（2017 年 11 月 25 日／12 月 9 日：10 時～15 時） 
 複数回のフィールドワークと質問紙調査を実施した。実施時は 1 年生であり、今回の課題を含




【対象 3】2 年生（17 名）：エキスポシティ（2017 年 12 月 9 日：10 時～15 時）、岡山・倉敷美観
地区（2018 年 1 月 6 日：11 時～17 時） 
複数回のフィールドワークと質問紙調査を実施した。実施時は 2 年生であり、今回の課題を含
めると 1 年生と 2 年生でそれぞれフィールドワークを経験した学生である。彼/女らは、1 年生後
期に加え 2 年生前期にある程度学部専門教育を受けている。フィールドワーク実施後に、質問紙
調査を行った。 
【対象 4】3 年生（19 名）：エキスポシティ（2017 年 12 月 9 日）、兵庫県「ひとと防災未来センタ




ー」（12 月 15 日）、城崎温泉（12 月 25～26 日）、兵庫県、岡山県、長野県の高等学校（12 月 27
～28 日）、岡山・倉敷美観地区（2018 年 1 月 6 日：11 時～17 時） 

























 つぎに【対象 3】と【対象 4】では、学生自らが考えたフィールドワークの問題設定において、
学部間だけでなく個々の学生の日常的な学びや問題関心の違いが明確に表れた。さらに、学年に
よる差異もある程度みられた。例えば、【対象 3】の 2 年生の問題設定は、「倉敷の雰囲気に合わ
せた商品のアピールを調べる」「美観地区の歴史・街並み」「美観地区に集まる客層」などであっ
た。比べて、【対象 4】の 3 年生の問題設定では、「AI-loT について」「ICT 教育の現状を知る」「駅
及び周辺施設と大規模ショッピングセンターにおける交通バリアフリーの現状」「観光地における







ールドワークを行うことが可能であることが見て取れたが、今年度の 2 年生と 3 年生の結果から























































































































































45.9％は、【対象 2】47.3％、【対象 3】82.3％、【対象 4】52.6％に対して、少ないことがわかる。
また、この能力では、【対象 1】【対象 2】の 1 年生において「どちらでもない」と答える割合が 4
割程度と高くなっており、このような能力は、1 年生の段階で身につけることが難しいものであ
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図７ ④5）6）データを分析・考察する能力 
 図 8 は、「集めたデータから結論を導き出す能力」に関する結果である。図 8「集めたデータか
ら結論を導き出す能力」では、これまで以上に【対象 1】【対象 2】の 1 年生が「どちらでもない」



































































図 10 ⑦⑧結果を他者に伝え、コミュニケーションをとる能力 
図 11 は、「必要な段階にもどり、もう一度考え直す力」の結果である。図 11「必要な段階にも
どり、もう一度考え直す力」は、これまでの結果と大きく異なり学年進行による影響が大きく表





































































































































































 今後の課題として、さらに調査対象者の人数だけでなく対象学年を増やし、大学 4 年間を通し
た課題遂行能力育成について調査していく必要がある。加えて⑩各行動において状況に応じて
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